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　腸管病原性ウエルシュ菌F5603  株中のバクテリオシン	
　　遺伝子保有プラスミドの検討	

宮本和明君	

　　　　　2名の大学院生が、発表し、博士号が取得できました。	
　　　　各自の努力の結果です。おめでとう！！	

　ウエルシュ菌α毒素の受容体探索と作用機構の解析	高岸照久君	


